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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

盛
徳
足
ら
ざ
る
若
し

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 4 ―

高

木

聖

雨

先

生

山
鐘
夜
雪
の
時

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参 考 手 本



― 5 ―

（11 月 10 日締切）

条 幅 規 定 A部（準五段以上）

【
今
月
の
課
題
】

「�

墨
假
令
寡
人
耽
之
若
此
未�

必
謝
之
此
乃
推
張
邁
鍾
之
」

�

（
20
字
）

『
書　

譜
』
⑥　
孫
過
庭

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

張
。
鍾
當
抗
行
。
或
謂
過
之
。
張

草
猶
當
鴈
行
。
然
張
精
熟
。
池
水

盡
墨
。
假
令
寡
人
耽
之
若
此
。
未

必
謝
之
。
此
乃
推
張
邁
鍾
之
意
也
。

考
其
專
擅
。
雖
未
果
於
歬
規
。

摭
以
兼
通
。
故
無
慙
於
卽
事
。
評

者
云
。
彼
之
四
賢
。
古
今
特
絕
。
而
今

不
逮
古
。
古
質
而
今
妍
。
夫
質
以
代

興
。
姸
因
俗
易
。
雖
書
契
之
作
。

鍾
に
は
当ま

さ

に
抗こ

う

行こ
う

す
べ
く
、
或
い
は
謂お

も

え
ら

く
、
之
に
過
ぎ
ん
と
。
張
の
草
に
は
猶な

お

当ま
さ

に

鴈が
ん

行こ
う

す
べ
き
も
、然
れ
ど
も
張
は
精
熟
し
て
、

池
水
尽

こ
と
ご
と

く
墨
と
な
る
。
仮も

令し

寡か

人じ
ん

之こ
れ

に
耽ふ

け

る
こ
と
此か

く
の
如
く
ん
ば
、
未
だ
必
ず
し
も

之
に
謝は

じ
ず
と
。
此
れ
乃す

な
わ

ち
張
を
推
し
て

鍾
に
邁す

ぐ
と
す
る
の
意
な
り
。
其
の
專せ

ん

擅せ
ん

を

考
う
る
に
、
未
だ
前
規
よ
り
果か

な
ら
ず
と
雖

も
、
摭と

り
て
以
て
兼か

ね
通
ず
。
故ゆ

え

に
即そ

く

事じ

に

慚は

ず
る
無
し
。
評
者
云
く
、
彼
の
四
賢
は
、

古こ

今こ
ん

の
特と

く

絶ぜ
つ

に
し
て
、
而
し
て
今
の
古
に
逮お

よ

ば
ざ
る
は
、
古
は
質し

つ

に
し
て
今
は
姸け

ん

な
れ
ば

な
り
と
。
夫そ

れ
質
は
代よ

を
以
て
興お

こ

り
、
姸
は

俗
に
因
り
て
易か

わ
る
。
書し

ょ

契け
い

の
作お

こ

る
や
、



― 6 ―

条 幅 規 定

（11 月 10 日締切）

Ｂ部（四段以下）

『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

羲ぎ

之し

（
東
晋
）

【
今
月
の
課
題
】

「�

同
當
其
欣
於
所
遇
蹔
得
於�

己
怏
然
自
足
不
知
老
」�

�

（
18
字
）

或
因
寄
所
託
。
放
浪
形
骸
之
外
。
雖

趣
舍
萬
殊
。
靜
躁
不
同
。
當
其
欣

於
所
遇
。
蹔
得
於
己
。
怏
然
自
足
。
不

知
老
之
將
至
。
及
其
所
之
旣
惓
。
情

隨
事
迁
。
感
慨
係
之
矣
。
向
之
所

欣
。
俛
仰
之
閒
。
以
爲
陳
迹
。
猶
不

能
不
以
之
興
懷
。
況
脩
短
隨
化
。
終

或
い
は
寄
せ
て
託た

く

す
る
所と
こ
ろ

に
因よ

っ
て
、

形け
い

骸が
い

の
外
に
放ほ
う

浪ろ
う

す
。
趣し
ゅ

舎し
ゃ

万ば
ん

殊し
ゅ

に
し

て
、
静せ
い

躁そ
う

同
じ
か
ら
ず
と
雖い
え
ど

も
、
其
の

遇あ

う
所
に
欣よ
ろ
こ

び
、
蹔し
ば
ら

く
己お
の

れ
に
得う

る
に

当
た
っ
て
は
、
怏お
う
ぜ
ん然
と
し
て
自み
ず
か

ら
足
り
、

老お
い

の
将ま
さ

に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
。
其

の
之ゆ

く
所と
こ
ろ

既す
で

に
惓う

み
、
情じ
ょ
う

は
事こ
と

に
随し
た
が

い
て
遷う
つ

る
に
及
ん
で
、
感か
ん
が
い慨
之こ
れ

に
係か
か

わ
れ

り
。
向さ
き

の
欣よ
ろ
こ

ぶ
所
は
、
俛ふ
　
ぎ
ょ
う仰
の
閒か
ん

、
以す
で

に
陳ち
ん
せ
き迹
と
為な

る
も
、
猶な

お
之こ
れ

を
以
て
懐お
も
い

を
興お
こ

さ
ざ
る
能あ
た

わ
ず
。
況い
わ

ん
や
脩し
ゅ
う

短た
ん

は

化か

に
随し
た
が

い
、
終つ
い

に

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い



―
7
―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

在
為
雄
君
高

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

所
在3

に
雄
た

3

3

り
。
君3

の
高3

祖
父
敏
は

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

來
寔
扶
明
垩

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

來3
き
た

れ
る
は
、
寔3

ま
こ
とに
明3

聖3

を
扶3
た
す

く
る
な
り
。

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（11 月 10 日締切）



― 8 ―― 9 ―

細

野

江

華

先

生

對
酒
不
覺
瞑　

落
芲
盈
我
衣　

醉
起
步
溪
月　

鳥
還
人
亦
稀

酒
に
対
し
て
暝
る
る
を
覚
え
ず　

落
花
我
が
衣
に
盈
つ　

酔
よ
り
起
き
て
渓
月
に
歩
め
ば　

鳥
還
っ
て
人
も
亦
た
稀
な
り

条 幅 参 考 手 本

主

幹

菅

野

翠

濤

玉
階
生
白
露　

夜
久
侵
羅
襪　

却
下
水
精
簾　

玲
瓏
望
秋
月

玉
階
に
白
露
生
じ　

夜
は
久
し
ゅ
う
し
て
羅
襪
を
侵
す　

水
精
の
簾
を
却
下
し
て　

玲
瓏
秋
月
を
望
む



― 8 ―― 9 ―

　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　

 

可
ゝ
や  

九 

須
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
農　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　

利　
　
　

み　

連　

盤

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（11 月 10 日締切）

片

桐

香

燿

先

生

南
登
杜
陵
上　

北
望
五
陵
間　

秋
水
明
落
日　

流
光
滅
遠
山

南
の
か
た
杜
陵
の
上
に
登
り　

北
の
か
た
五
陵
の
間
を
望
む　

秋
水
落
日
明
ら
か
に　

流
光
遠
山
滅
す

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

秋あ
き

の
日ひ

に
光ひ
か

り
輝か
が
や

く
薄す
す
き

の
穂ほ

こ
れ
の
高た
か

屋や

に
の
ぼ
り
て
見み

れ
ば
（
良
寛
）

条 幅 参 考 手 本

支
部
名　
　

段
級　
　

姓
号
（
鉛
筆
）



―
10
―

―
10
―

（11 月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

夜よ

も
す
が
ら
木こ

の
葉は

か
た
よ
る
音お
と

聞き

け
ば
し
の
び
に
風か
ぜ

の
通か
よ

ふ
な
り
け
り
（
熊
谷
直
好
）

　
　
　
　
　
　

可　
　
　
　
　
　
　
　
　

可　

多　
　
　
　
　
　
　

支　

个　

盤　

志　
　
　

日　

耳  

可
勢　
　

可
よ  

不　

奈　

利　

个　

理

半紙かな（１級以下）

古

田

葉

子

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

名め
い

月げ
つ

の
わ
が
家や

を
見み

む
と
野の

路ぢ

へ
出い

づ
（
林
翔
）

　
　
　
　

  

能　

王　

可　
　
　

越　

三　

无　
　
　
　
　

地　

遍

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）



― 11 ―― 11 ―

実 用 文

石

田

輝

仙

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（11 月 10 日締切）



― 12 ―― 12 ―

細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P40

扁へ
ん　

舟し
ゅ
う　

小
舟
。　
　
　

鳰に
ゅ
う
　

浮ふ　
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
浮
ぶ
。

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（11 月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）



― 13 ―― 13 ―

（11 月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
野
菜
…
並
ん
で
…
時
間
…
宿
っ
て
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

田

辺

翠

鶴

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　

前

小６用

（11 月 10 日締切）



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　

 

段　

  

級　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　

 
段　
　

級　
　
　

  

名　
　
　

前

小２用

（11 月 10 日締切）



― 16 ―― 17 ―

鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1～小 3　　齊　　藤　　翡　　流　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4～小 6　　鈴　　木　　蕙　　翠　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（11 月 10 日締切）



― 16 ―― 17 ―

船

久

保

棠

苑

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

12 

月 

10 

日 

締 

切 

学 

生 

部 

課 

題 

予 

告

12 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　

有
明
の
海
の
に
ご
り
に
鴨
あ
ま
た
う
か
べ
り
船
は
島
原
に
入
る
（
若
山
牧
水
）

か
な
条
幅
規
定　

う
す
墨
に
な
ぎ
さ
の
砂
の
う
る
ほ
へ
る
冬
の
ゆ
ふ
べ
を
千
鳥
な
く
な
り
（
若
山
牧
水
）

Ｂ
部
条
幅
規
定　

之
將
至
及
其
所
之
旣
惓
情
隨
事
迁
感
慨
係
之
矣

Ａ
部
条
幅
規
定　

意
也
考
其
專
擅
雖
未
果
於
歬
規
摭
以
兼
通
故
無
慙
於

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

古
郷
は
雲
の
先
也
秋
の
暮
れ
（
小
林
一
茶
）

実
用
文　

�

割
り
箸
の
袋
や
お
菓
子
の
包
装
紙
お
店
の
看
板
な
ど
に
変
体
が
な
や
草
書
を
散
見
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
覚
え
る
と
良
い
で
す
。

一
般
硬
筆
初
段
以
上　

�

墨
の
濃
淡
が
文
字
に
表
情
を
与
え
、
奥
行
き
を
生
む
。
濃
く
淡
く
線
を
使
い
分
け

る
。
筆
を
通
し
て
感
情
が
現
れ
る
。

一
般
硬
筆
一
級
以
下　

�

成
し
遂
げ
ん
と
決
心
し
た
る
目
的
を
唯
一
の
敗
北
に
よ
っ
て
捨
て
去
る
な
。

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

祖
父
敏
舉
孝

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

旣
可
蠲
玆
沈

（11 月 10 日締切）※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

小
一
毛
筆　

よ　

る

小
一
硬
筆　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
り
ん
ご
え
ん
に
い
き
ま
し
た
。

小
二
硬
筆　

大
き
な
と
り
が
ゆ
う
ゆ
う
と
空
を
と
ん
で
い
ま
す
。

小
二
毛
筆　

ポ
ス
ト

小
三
硬
筆　

す
て
き
な
音
楽
は
、
こ
こ
ろ
よ
い
気
分
に
な
れ
る
。

小
三
毛
筆　

さ
む
空

小
四
硬
筆　

図
書
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
と
本
を
読
み
た
い
。

小
四
毛
筆　

毛
糸
あ
み

小
五
硬
筆　

新
し
い
カ
ー
テ
ン
で
、
部
屋
が
明
る
く
感
じ
ら
れ
た
。

小
五
毛
筆　

石
油
の
里

小
六
硬
筆　

人
間
が
他
の
動
物
と
ち
が
う
点
は
火
を
使
う
こ
と
だ
。

小
六
毛
筆　

初
雪
の
山

中
一
硬
筆　

情
報
化
の
時
代
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
考
え
よ
う
。

中
一
毛
筆　

雪
の
降
る
日

中
二
硬
筆　

優
れ
た
芸
術
は
、
時
代
を
こ
え
て
愛
さ
れ
続
け
る
。

中
二
毛
筆　

静
か
な
晩
秋

中
三
硬
筆　

自
然
を
破
壊
し
な
い
科
学
の
発
達
が
望
ま
れ
る
。

中
三
毛
筆　

漢
字
の
音
訓

中
学
部
か
な　

銀
杏
に
ち
り
ぢ
り
の
空
暮
れ
に
け
り

小
学
部
小
筆　

秋
の
空　

わ
た
り
鳥
飛
ぶ

中学部かな課題小学部小筆課題




